
＜目標＞ ＜かん水ポイント＞

○ （播種）播種深1cm程度、覆土がセル同士で重ならない。直後のセルトレイ全体重量は1.4～1.5kg。 ①　夕方17時にセルトレイ1枚の全体重量2kgを目安に最終かん水時刻を調整する。

○ （苗質）本葉3枚、草丈10～12ｃｍ、胚軸2cm以下。胚軸を持って苗を引き抜くことができる。 ②　1回のかん水時間は底面給水床が端まで保水する時間にする。

○ （設置・かん水）セルトレイはまっすぐ並べる。底面給水床の資材は乾かしすぎない。 ③　ハウス環境、天候に応じてかん水回数を調整する。

播種～吸水 発芽双葉展開 第1本葉展開 第2本葉展開 第3本葉展開
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①　風通しのよいハウスを選び、中を片づける。ハウス外に30%程度の遮光率の遮光資材を展張する。 ①　架台平面が風通しのよいハウス開口部と同じくらいの高さになるよう高さを調整する。

②　セルトレイが縦4枚に並ぶ基本単位を設置する。 ②　必要な水量を確保できるよう架台の一区画の大きさを調整する。

③　水稲育苗箱など手持ちの資材を活用する。 ③　架台は水平になるよう設置する。

ハウスの選定

□ 面積は十分ある ● 本ぽ10aあたり

□ 風通しはよい 128穴セルトレイ　30枚

□ 開口部に通風を妨げるものはない ● 必要育苗ハウスの面積目安

□ 光をさえぎるものはない 育苗セルトレイ枚数×0.18㎡

□ 湿気はこもりにくい の2.5倍

□ 水源がある

□ ハウス強度は十分ある（7～9月台風）

配置計画

□ セルトレイ縦4枚の基本単位を設置する ● 底面給水床に供給される水量

□ 底面給水床1区画に必要な単位時間 蛇口の水量は15L/分程度が目安。 総点滴チューブ長(m)÷

あたり水量が一つの水源でまかなえる 一つのかん水経路で1分あたりの供給水量が 点滴孔の間隔(m)×

□ 作業しやすい通路が確保できている 蛇口の水量以内になるように区画を分割 点滴孔あたり点滴量(L)/分

□ ハウスの開口部の高さになるよう架台

高さを調整している

資材の準備

□ 30%程度の遮光率の遮光資材をハウス ● ハウスの肩～天井～肩の

外側に展張する 長さに合わせて資材を準備

□ 架台に用いる資材（足場、平面）を決める ● 西日が強くあたるハウスでは

□ 必要な資材数量を計算する 遮光資材は西側を長めに設置

・ 架台の資材 ● 架台には水稲育苗箱（稚苗用）

・ 底面給水床の資材 のほか、プラスチックパレットや

・ 自動給水の資材 メッシュの金属板も使用できる

防草アグリシートラブマットU ラブシート20507BKD

架台の作成例

● 台の水平は、足場に板など

底面給水床の設置 はさんで調整する

□ 複年利用の底面給水床資材の消毒 ● 設置後、使用するまでは、

□ 水平に設置するよう調整する 防根シート上に鉄骨やカゴなどを

□ 資材は架台から垂れ下がらないよう設置する のせて風で飛ばないようにする
□ 資材を地面の土で汚さないようにする
□ 稼働するまでは資材が風で飛ばないよう対策する

足場を並べる 架台の平面を作成する 吸水マットを広げる 防根シートを広げ
防草シートを広げる 点滴チューブを設置する

稼働テスト
□ かん水装置を配管する ● 点滴チューブが張りすぎると
□ 点滴チューブの点滴孔からの水量がチューブ性能 破裂するので注意
15～20ml/分になるよう蛇口の開け具合を調節する ● ラブマットUは1.5L/㎡

□ 点滴チューブが張りすぎたりへこんだりしていない 保水できる
□ 底面給水床の隅々まで水が行き渡る ● 稼働時にはセルトレイには
までにかかる時間を測定する 0.4Lほど吸収される

● セルトレイ1枚分の面積に
0.7L程度供給することが必要

タイマー付き電磁弁 底面給水床に配管する 点滴孔から水が出始める 適量のかん水が出ているか確認

滋賀県農業技術振興センター

＜ハウス選択、配置・設置のポイント＞ ＜架台の作成のポイント＞
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底面給水育苗床の設置方法

底面給水床の基本単位 セルトレイ短辺を4枚並べる

ハウス内の配置

通路を考慮する

底面給水床の分割 ハウスサイド開口部

通風がよくな

るようにする

遮光資材（遮光率30%程度）


